
　図－１　１次冷却材ポンプ供用期間中検査および熱遮へい装置取替工事

　
　

 

工事概要

　１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ｂ号機の主フランジ締め付け部やケーシング内表面
について、外観目視点検や超音波探傷検査を行い、健全性を確認する。また、海外プラントでの
１次冷却材ポンプ熱遮へい装置の熱疲労割れ事象（温度ゆらぎによる熱疲労）を踏まえ、予防保全

としてＢ号機の熱遮へい装置を新品に取り替える＊。
 ＊：Ａ号機については、前回定期検査（平成20年３月～７月）にて取替済み。
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